
第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号 犯罪のないまちづくり

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 88

実績値 53.1

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

〇

■施策に含まれるその他の事業一覧

分野

担当課

  

92 89

自転車盗難対策については、ワーストランキングの公表や駐輪場の巡回啓発により、駐輪場事業の意識改革につな
がり、一定の成果があった。今後も警察と連携して定期的な指導を行い、事業者の自発的な取組の継続を促すととも
に、市民の意識改革に努めていく。

ワーストランキングの周知や各駐輪場事業者の意識改革の取組により、自転車盗難対策の効果が発揮され、県内の
犯罪率ではワースト2位に下がった。しかし、依然として、犯罪率は、県内上位であるため、引き続き、街頭での啓発活
動を実施するとともに、犯罪認知件数が減少していない罪種に対しても、対策を取り組むことでさらなる市民の意識改
革に努めていく。

犯罪率は前年度より減少し、目標を達成することができた。犯罪認知総件数は対令和元年度比218件減（約23%減）と
なった。各種防犯啓発活動などのソフト事業とあわせ、防犯カメラ整備による犯罪の抑止効果や防犯灯整備による夜
間時の安全な通行環境が構築されたことも減少の一因と考える。

まちづくりの基本方針

街頭啓発の実施や防犯ボランティア団体等への活動支援等を通じて市民の防犯意識の高揚につなげ、警察や県と連
携を図りながら、犯罪抑止に努めます。

69.194.7 83.5

自主防犯活動の展開

12－01－①

人口1万人当たりの犯罪認知件数（件）

平成28年度

（※基準値）

107.7

基本方針

平成29年度

97

平成30年度 令和元年度

事業者・市民の意識改革を促し、犯罪
率の減少につながった。

令和元年5月に川崎市で発生した通り魔大量殺傷事件など凶悪犯罪により、地域の防犯意識が高まったことや、新型
コロナウイルス感染症の拡大に伴う、外出自粛要請による人出の減少によるものと考えられる。

主要事業 担当課 達成度評価理由

事務事業

防犯対策事業 危機管理課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－01－① 



第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号 犯罪のないまちづくり

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 88

実績値 53.1

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

 
■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

〇

■施策に含まれるその他の事業一覧

（※基準値） 97 92 89

まちづくりの基本方針

分野

12－01－② 基本方針

防犯設備の維持・整備

長寿命を考慮したＬＥＤ防犯灯の設置、また、防犯設備の設置促進等により、犯罪を未然に防ぐまちづくりを進めま
す。

人口1万人当たりの犯罪認知件数（件）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

防犯灯維持管理事業 危機管理課
新設した防犯灯および既設の防犯灯を
適正に維持管理した。

107.7 94.7 83.5 69.1

犯罪率は前年度より減少し、目標を達成することができた。犯罪認知総件数は対令和元年比218件減（約23%減）と
なった。各種防犯啓発活動などのソフト事業とあわせ、防犯灯整備による夜間時の安全な通行環境が構築されたこと
も減少の一因と考える。

集落と集落をつなぎ、不特定多数の者が通行する市管理道路における歩行者、自転車等の夜間の通行の安全を確
保するため、学区要望に基づき防犯灯の整備を進めた結果、夜間時の安全な通行環境の構築につながった。

本市における犯罪については、年々減少傾向であるが、犯罪率が県内でワースト2位の状況が続いており、まだまだ
犯罪の減少に取り組んでいかなければならない状況にある。今後も継続して防犯灯の設置促進等の防犯対策を進
め、犯罪の仰止に取り組む必要がある。

新型コロナウイルス感染症拡大防止による外出の自粛により、犯罪が減少したものと考えられる。

主要事業 担当課 達成度評価理由

事務事業 担当課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－01－②



第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号
自助・共助による防災

対策の充実

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 203

実績値 203

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

（※基準値） 200 201 202

まちづくりの基本方針

分野

12－02－① 基本方針

自主防災体制の確立と市民意識の高揚

自主防災組織の育成等を進め、防災訓練や地域協働での防災教育、災害時要援護者への個別支援体制づくり、ま
た、住宅耐震化の支援等を進めます。

自主防災組織数（団体）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

自主防災組織育成事業 危機管理課
自主防災組織の組織数は順調に増え
ており、おおむね期待通りの成果を得る
ことができた。

200 201 202 203

令和2年度内に1町内会と自主防災組織結成についての事前協議を行い、令和3年4月1日付で結成届の提出（笠縫学
区・ユートピアタウン下笠町内会）となった。実績値としては令和2年度の目標値を達成している。

自主防災組織の組織数は、着実に増えてきている。防災講座や地域の防災訓練から、日頃から備えることによって被
害を減らすという防災組織の高まりを感じられた。

今後も引き続き、自主防災組織未設置町内会に設置を呼び掛けるとともに、自助・共助の取組を推進し防災意識の高
揚に努める。

令和2年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で防災講座、防災訓練の中止や規模縮小が見られた。そのような
状況の中でも引き続き防災訓練、防災研修、防災講座の指導を行っていく必要がある。

主要事業 担当課 達成度評価理由

事務事業 担当課

自主防災組織出初式開催事業 危機管理課

民間建築物耐震化助成事務 建築課

震災避難経路整備促進事業 建築課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－02－① 



第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号 災害に強いまちづくり

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 93.0

実績値 83.94

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

〇

〇

■施策に含まれるその他の事業一覧

消防・防災体制に係る人的資源の充実を図るとともに、消防団装備品の整備を進める等、迅速・確実な消防活動の確
保に努めます。

まちづくりの基本方針

分野

12－03－① 基本方針

消防体制・基盤の充実

入団者は確保できているものの、団員の平均年齢の上昇、なり手の減少により退団者数が上回っているため引き続
き団員確保に向けた取組が必要である。

実消防団員数／定数（％）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（※基準値） 90.0 91.0 92.0

88.3 91.0 88.6 86.9

地元における積極的な団員募集活動により、令和２年については、新たに7名が入団した。実消防団員の新規確保
は、消防・防災体制の強化となる。

消防水利維持管理事業 危機管理課

団員の確保と併せて、強化・充実を図るために教育・訓練や活動での装備の整備を進める。

平成30年7月豪雨や房総半島台風、東日本台風など

主要事業 担当課 達成度評価理由

湖南広域行政組合負担金事務 危機管理課

消防・防災体制に係る人的資源の充実
を図るとともに、消防活動に必要な設備
の整備や維持を行い迅速・確実な活動
の確保ができた。

消防団活動事業 危機管理課
消防団の装備の計画的な整備ができ
た。

事務事業 担当課

消防車両整備事業 危機管理課

コミュニティ防災センター運営事業 危機管理課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－03－①



第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号 災害に強いまちづくり

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 26.0

実績値 23.9

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

23.0 24.0

災害時に即応できる防災体制と情報伝達体制等を強化させるほか、計画的な備蓄確保や地域ごとの防災拠点の整
備等に努めます。

まちづくりの基本方針

分野

12－03－② 基本方針

地域防災体制・基盤の強化

大雨警報警戒体制事業 河川課
気象情報をリアルタイムに取得し、迅速
な水防体制づくりを図ることができた。

災害に強いまちであると感じる市民の割合（％）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

25.0

24.1 21.9

市民意識調査の結果、災害に強いまちであると感じている市民の割合は、目標値より2.1ポイント低くなり、目標を達成
することができなかった。市の取組が市民に安心感を与えることにつなげることができなかった。

令和2年度は、広域避難所である中学校に防災備蓄倉庫を2基設置し、資機材を整備するなど防災機能を高めること
ができた。

21.5 20.7

（※基準値）

令和4年度は、マンホールトイレの整備を進め、防災拠点の充実を図る。

主要事業 担当課 達成度評価理由

水防訓練事業 河川課
水防訓練の実施により、水防活動の強
化を図ることができた。

防災対策事業 危機管理課
防災資機材の整備を行い、防災基盤を
強化することができた。

平成30年7月豪雨や房総半島台風、東日本台風など

事務事業 担当課
成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－03－② 



第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号 治水対策の推進

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 100

実績値 93

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

（※基準値） 100 100 100

まちづくりの基本方針

分野

12－04－① 基本方針

河川・排水路の整備

河川・排水路の適切な整備により、まちの雨水排水能力の向上と浸水の防除を図るとともに、一級河川の早期整備に
向けた要望活動に取り組みます。

要望件数に対する実施率（％）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

各町内会の要望に対する水路整備を実施し、雨水排水能力の向上を行っているが、既存水路の改修等の要望も多
く、整備が遅れている。

近年、全国的にゲリラ豪雨による浸水被害が増えており、市民の注目も高まっているため、町内会の要望事項を中心
とし、適切な水路の整備の早期実施に努める。

 

主要事業 担当課 達成度評価理由

64 70 100 78

複数年度にかけて実施する要望案件があり、目標値に対して実績値が下がる結果となった。

河川改修事業 河川課
予定通りの雨水排水路の整備を行うこ
とができた。

河川維持補修事業 河川課
適時補修を行い、適切な維持管理をす
ることができた。

事務事業 担当課

町内会河川清掃浚渫土運搬事業 河川課

草刈等河川愛護推進事業 河川課

調整池維持管理事業 河川課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－04－①



第５次草津市総合計画第３期基本計画

■施策評価シート
「安心」が得られるま

ちへ

防犯・防災

施策番号 治水対策の推進

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

令和2年度

目標値 2.1

実績値 3.28

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた令和4年度の取組についての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

（※基準値） 0.7 1.1 1.7

まちづくりの基本方針

分野

12－04－② 基本方針

公共下水道雨水幹線の整備

大雨による家屋等の浸水被害の軽減・未然防止を図るため、雨水排水路を整備します。

平成27年度末時点の雨水排水路整備面積に対する進捗増加率（％）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

令和2年度は新草津川左岸第4排水区、新浜第2排水区、伊佐々川第10排水区、北川第6排水区、矢橋第2排水区、
狼川第6排水区の雨水幹線整備を行い、浸水防止対策が図れた。

近年、全国的にゲリラ豪雨による浸水被害が増えており、市民の注目も高まっているため、今後も浸水被害の軽減・
防止を目的として雨水排水路の整備を進める。

 

主要事業 担当課 達成度評価理由

0.2 0.34 1.03 2.01

雨水排水路の整備を実施し、目標を達成することができた。

予定通りの雨水排水路の整備を行うこ
とができた。

雨水管渠等維持管理事業 河川課
適時補修を行い、適切な維持管理を行
うことができた。

雨水管渠整備事業 河川課

事務事業 担当課
成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

12－04－②


